職務経歴書
200X年X月X日現在

氏名：○○　○○

■職務要約
新卒で○○新聞社に入社後、○年間一貫して取材記者を務めてきた。「現場第一」をモットーに、人口減少の進む地方から国際報道、政治家・中央官庁・警察幹部への取材まで、幅広い分野でスクープ記事を実現してきた。訂正記事ゼロの実績を持つ。
■得意分野・スキル
（１）仮説構築力
国内外の報道や行政文書、研究機関のレポートなどから集めた情報や、関係者への聞き込みで得た一次情報から仮説を構築し、取材で裏付けをして信頼性の高い記事を仕上げる能力。スクープ記事においても独自の仮説が出発点となることが多い。

（２）アドリブ力（対人コミュニケーション）
首相・各省の大臣・大物官僚・警察幹部などから情報を引き出すため、1対1の取材機会を数えきれないほどこなしてきた。はるかに目上の方々と予定調和ではない質疑のやり取りをする中で、場に応じたアドリブ力と高いコミュニケーション能力を磨いてきた。

（３）提案・企画力
読者にとって今求められている記事は何かを常に考え、人口減少や自治体のDX化などについて本社を巻き込んだ連載や解説記事の企画を主体的に提案・推進してきた。

（４）高い事務能力
投票行動論を専攻していた学生時代から世論調査の設計・結果集計に携わり、データ入力・クリーニング等の事務作業を得意としている。新聞社の業務でも名簿の手入力や各種データ管理業務を正確にこなしてきた。
■職務経歴
20XX年X月〜現在　○○新聞社
◆事業内容：新聞報道業
◆従業員数：○○名（グループ全体）
	期間
	担当業務

	20XX年X月

〜

20XX年X月
	○○支局（記者）

【規模・役割】

チーム人数：○○名、役割：記者（事件・スポーツ担当）

【業務内容】

■事件・スポーツ担当（警察・消防・海保・JR、高校野球・プロスポーツ）

・警察署・消防署・海保との定例取材、夜回り・朝駆けによる情報収集

・地方版トップ記事の執筆（年間○○本以上）

【成果】

警察・消防幹部との信頼関係構築により独自ネタを継続的に発掘し、地方版トップ記事を年間○○本以上執筆。入社来一貫して訂正記事ゼロを維持。

	20XX年X月

〜

20XX年X月
	○○通信部（記者）→本社社会部 異動

【規模・役割】

チーム人数：○○名、役割：記者（地方行政→政治・行政取材担当）

【業務内容】

■地方行政・地域経済取材（○○県全域）

・人口減少・自治体DX化をテーマとした連載企画を主体的に立案・推進（○回シリーズ）

■本社社会部：政治・行政取材（首相官邸・各省庁担当）

・首相・大臣・大物官僚への単独取材を多数実現　訂正記事ゼロ（入社来継続）

【成果】

人口減少・自治体DX化テーマの連載企画を主体的に立案・推進し、読者・社内の反響を獲得。本社社会部では首相・大臣へのアポ取りを複数件実現し、独自スクープを達成。

	20XX年X月

〜

現在
	○○地域　海外特派員（支局長補佐）　現地スタッフ○名管理

【規模・役割】

チーム人数：記者○名・現地スタッフ○名体制、役割：支局長補佐（現地スタッフ○名の管理を担当）

【業務内容】

■海外特派員業務（支局長以下記者○名・現地スタッフ○名体制）

・現地行政・経済・社会問題の取材、日本語紙面向けの翻訳・発信

・現地スタッフの業務管理・育成、支局独自コンテンツの企画推進

・世論調査の設計・集計（データ入力・クリーニングのノウハウ保有）

【成果】

現地スタッフの育成・管理体制を整備し、支局のコンテンツ発信力を強化。世論調査の設計・集計業務を高精度で遂行し、現地情報の定量的な分析に貢献。


■語学・資格
・TOEIC ○○○点（英語：特派員業務で実用）

・○○語 日常会話〜ビジネスレベル（海外赴任地の現地語）
■PCスキル
Excel（統計・世論調査集計）、Python（pandas、データクリーニング）、CMS（記事投稿システム）

■自己PR

「現場第一」をモットーに取材記者として○年間一貫して活動し、訂正記事ゼロの実績を積み上げてきました。警察・消防幹部から首相・大臣まで、幅広い取材対象との信頼関係を構築してきた対人コミュニケーション力が最大の強みです。また、人口減少・自治体DX化などをテーマとした連載企画を主体的に立案・推進してきた企画立案力、そして海外特派員として培った語学力・グローバルな視野も保有しています。高い情報収集力・発信力と幅広い経験を活かし、貴社においても社会に価値ある情報を届けていきたいと考えています。

以上
